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第
25
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

損益計算書

第
25
回
通
常
総
代
会
開
催
、全
議
案
が
承
認
さ
れ
る
！

〈剰余金処分計算書〉

◎令和3年度実績
貯 　 金

貸 出 金

生 命 総 合 共 済 新 契 約 高

建 物 更 生 共 済 新 契 約 高

自 動 車 共 済 掛 金 額

自 賠 責 掛 金 額

325,311,069千円

36,433,152千円

7,735,348千円

45,144,560千円

212,172千円

13,062千円

購 買 品 取 扱 高

販売事業取扱高（フレッシュ・クラブ以外）

委託手数料（フレッシュ・クラブ）

精米機・農機具レンタル等利用料

耕うん・田植え等受委託手数料

宅 地 等 供 給 手 数 料

267,062千円

36,664千円

33,203千円

6,472千円

11,205千円

36,556千円

当期未処分剰余金
任意積立金　 
（信用事業基盤強化積立金）
（施設整備積立金）
（創立周年記念事業積立金）
出資配当金  

次期繰越剰余金

2,825,146,458円
260,000,000円
200,000,000円
50,000,000円
10,000,000円
27,878,381円

（年2.0％（創立25周年記念の出資配当金0.5％を含みます））
2,537,268,077円

◎出資配当金は、７月5日（火）に指定口座へ振込みいたします。

　
第
25
回
通
常
総
代
会
を
、6
月
25
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
、本
店
4
階
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
ま
し
た
。総
代
会
で
は
、全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
は「
第
8
次
中
期
経
営
計
画
　
協

同
の
力
で
拓
く
大
阪
農
業
と
地
域
の
未
来（
令
和

元
年
度
〜
3
年
度
）」の
最
終
年
度
と
し
て
、新
し

い
生
活
様
式
の
も
と
、組
合
員
と
の
対
話
活
動
を

は
じ
め
、創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組
み
、

左
記
の
通
り
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
利
益
　
　
5
億
7
，0
9
8
万
円

　
経
常
利
益
　
　
7
億
9
，6
5
4
万
円

　
当
期
剰
余
金
　
5
億
9
，9
0
9
万
円

令和3年４月 １日から
令和4年３月３１日まで

信 用 事 業
共 済 事 業
購 買 事 業
販 売 事 業
利 用 事 業
宅地等供給事業
指 導 事 業

事 業 総 利 益
事 業 管 理 費
事 業 利 益

事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益

特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期利益

法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金
当期未処分剰余金

収益 費用 利益

（単位：千円）

第
1
号
議
案　

令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
に
つ
い
て    

第
2
号
議
案　

第
9
次
中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
3
号
議
案　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
4
号
議
案　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
5
号
議
案　

理
事
23
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
6
号
議
案　

監
事
5
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
7
号
議
案　

退
任
理
事
及
び
退
任
監
事
に
対
す
る

退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
8
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

附
帯
決
議
案　

こ
の
総
代
会
で
行
っ
た
決
議
及
び
諸

手
続
上
の
字
句
並
び
に
軽
微
な
事
項

に
つ
い
て
、
行
政
庁
の
指
示
を
受
け

た
と
き
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
修
正
を

理
事
会
に
一
任
す
る
。

2,300,536
771,819
57,461
43,558
17,677
36,556
11,172

229,367

900

262,348
24,527
34,780
18,325
7,341
―      

25,929

2,294,542

3,814

900

197,442

2,038,187
747,292
22,681
25,232
10,335
36,556

△14,756

2,865,529

570,987

796,540

796,540

599,097

2,226,049
2,825,146

基
本
方
針

わ
が
国
の
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
余
波
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
、
未
だ
先
行
き
が
見
え
ず
、
経
済
の

回
復
基
調
の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
J
A
の
運
営

で
は
、
健
全
性
向
上
に
向
け
て
施
設
整
備
を

図
り
な
が
ら
適
切
な
経
営
管
理
を
進
め
、
万

全
な
財
務
基
盤
の
確
立
を
実
践
し
、
第
9
次

中
期
経
営
計
画
「
不
断
の
自
己
改
革
の
実

践
！
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
と
地
域
共
生
を

め
ざ
し
て
」
を
基
軸
と
し
て
事
業
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
、
行
政
と
連
携
し
て
特
定

生
産
緑
地
へ
の
移
行
手
続
き
を
引
き
続
き
支

援
す
る
と
と
も
に
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
問
題
等
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
支
援

を
行
い
ま
す
。
　

さ
ら
に
は
、
土
壌
分
析
検
査
に
よ
る
健
康

な
土
づ
く
り
に
よ
り
、
質
の
高
い
農
産
物
を

生
産
し
、
消
費
者
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
、
店
舗
・
A
T
M
再

編
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
創
立
25
周
年
を
迎
え
る
年
で

す
。
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
と

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
り
続
け
る

た
め
、
さ
ら
な
る
組
合
員
と
の
対
話
、
意
思

反
映
を
通
じ
、
経
営
理
念
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

総代会当日の様子

令
和
4
年
度
事
業
計
画

事 業 方 針

信用事業

　地域で一番頼れる金融機関を実現するため、「オンリーワン戦
略」の実践に取り組み、より良い地域社会づくりの中心的役割を担
い、組合員・利用者の皆様に信頼されるサービスの提供と負託にお
応えできる業務運営に取り組みます。

本年度目標　　期末残高
　貯　金  3，283億円
　貸出金 365億円

販売事業

　農産物直売所「フレッシュ・クラブ」や朝市を通じ、「健康百菜（エコ
農産物）」の販売拡大に取り組み、消費者に安全・安心な地元産米や
新鮮な野菜を提供することを目指します。

本年度目標
　販売事業取扱高（フレッシュ・クラブ以外） 5，000万円
　委託手数料（フレッシュ・クラブ） 3，200万円
　イベント 毎月開催

共済事業

　持続可能な事業基盤の強化・確立に向けて、コロナ禍を意識した
「対面」と「非対面」が融合した契約者への3Ｑ活動を実践します。実
践にあたっては、高いコンプライアンス意識と契約者満足度の高い
3Ｑ活動に取り組むことで契約者・組合員との「絆の強化」に取り組
みます。

本年度目標 新契約
　生命（保障額） ６０億円
　建更（保障額） 330億円
　自動車（掛金額） ２億円
　自賠責（掛金額） 950万円

利用事業

　農業者の高齢化や後継者不足に起因する労働力の低下に対応
するため、受委託事業（外部委託提携）の更なる拡大と、組合員の生
産コスト削減の一助としてレンタル農機具の充実に努めます。

本年度目標　
　精米機・農機具レンタル等利用料  650万円
　耕うん・田植え等受委託手数料 1，150万円

購買事業

　生産資材においては、品目集約・在庫管理の徹底による供給コス
トの低減、肥料・農薬の予約購買と引き取り制度の利用奨励により、
組合員の生産コストの軽減に取り組みます。
　生活物資においては、取扱商品のPR強化により、組合員・利用者
に周知を図り、多様化する生活様式に対応した商品の積極的な推
進により購買品取扱高の拡大を目指し、経済事業の収支改善に取
り組みます。

本年度目標
　取扱高　　2億5，000万円

宅地等供給事業

　組合員の資産の有効活用並びに保全について、組合員とともに
取り組みます。具体的には、遊休地の活用、駐車場管理、老朽化した
賃貸物件の建て替え、リノベーションなど、長期的な視野で、次世代
への資産承継を含めた提案・指導により、組合員の生活の安定・向上
を図ります。

本年度目標
　宅地等供給手数料 4，０００万円
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第
25
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

損益計算書

第
25
回
通
常
総
代
会
開
催
、全
議
案
が
承
認
さ
れ
る
！

〈剰余金処分計算書〉

◎令和3年度実績
貯 　 金

貸 出 金

生 命 総 合 共 済 新 契 約 高

建 物 更 生 共 済 新 契 約 高

自 動 車 共 済 掛 金 額

自 賠 責 掛 金 額

325,311,069千円

36,433,152千円

7,735,348千円

45,144,560千円

212,172千円

13,062千円

購 買 品 取 扱 高

販売事業取扱高（フレッシュ・クラブ以外）

委託手数料（フレッシュ・クラブ）

精米機・農機具レンタル等利用料

耕うん・田植え等受委託手数料

宅 地 等 供 給 手 数 料

267,062千円

36,664千円

33,203千円

6,472千円

11,205千円

36,556千円

当期未処分剰余金
任意積立金　 
（信用事業基盤強化積立金）
（施設整備積立金）
（創立周年記念事業積立金）
出資配当金  

次期繰越剰余金

2,825,146,458円
260,000,000円
200,000,000円
50,000,000円
10,000,000円
27,878,381円

（年2.0％（創立25周年記念の出資配当金0.5％を含みます））
2,537,268,077円

◎出資配当金は、７月5日（火）に指定口座へ振込みいたします。

　
第
25
回
通
常
総
代
会
を
、6
月
25
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
、本
店
4
階
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
ま
し
た
。総
代
会
で
は
、全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
は「
第
8
次
中
期
経
営
計
画
　
協

同
の
力
で
拓
く
大
阪
農
業
と
地
域
の
未
来（
令
和

元
年
度
〜
3
年
度
）」の
最
終
年
度
と
し
て
、新
し

い
生
活
様
式
の
も
と
、組
合
員
と
の
対
話
活
動
を

は
じ
め
、創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組
み
、

左
記
の
通
り
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
利
益
　
　
5
億
7
，0
9
8
万
円

　
経
常
利
益
　
　
7
億
9
，6
5
4
万
円

　
当
期
剰
余
金
　
5
億
9
，9
0
9
万
円

令和3年４月 １日から
令和4年３月３１日まで

信 用 事 業
共 済 事 業
購 買 事 業
販 売 事 業
利 用 事 業
宅地等供給事業
指 導 事 業

事 業 総 利 益
事 業 管 理 費
事 業 利 益

事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益

特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期利益

法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金
当期未処分剰余金

収益 費用 利益

（単位：千円）

第
1
号
議
案　

令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
に
つ
い
て    

第
2
号
議
案　

第
9
次
中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
3
号
議
案　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
4
号
議
案　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
5
号
議
案　

理
事
23
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
6
号
議
案　

監
事
5
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
7
号
議
案　

退
任
理
事
及
び
退
任
監
事
に
対
す
る

退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
8
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

附
帯
決
議
案　

こ
の
総
代
会
で
行
っ
た
決
議
及
び
諸

手
続
上
の
字
句
並
び
に
軽
微
な
事
項

に
つ
い
て
、
行
政
庁
の
指
示
を
受
け

た
と
き
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
修
正
を

理
事
会
に
一
任
す
る
。

2,300,536
771,819
57,461
43,558
17,677
36,556
11,172

229,367

900

262,348
24,527
34,780
18,325
7,341
―      

25,929

2,294,542

3,814

900

197,442

2,038,187
747,292
22,681
25,232
10,335
36,556
△14,756

2,865,529

570,987

796,540

796,540

599,097

2,226,049
2,825,146

基
本
方
針

わ
が
国
の
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
余
波
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
、
未
だ
先
行
き
が
見
え
ず
、
経
済
の

回
復
基
調
の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
J
A
の
運
営

で
は
、
健
全
性
向
上
に
向
け
て
施
設
整
備
を

図
り
な
が
ら
適
切
な
経
営
管
理
を
進
め
、
万

全
な
財
務
基
盤
の
確
立
を
実
践
し
、
第
9
次

中
期
経
営
計
画
「
不
断
の
自
己
改
革
の
実

践
！
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
と
地
域
共
生
を

め
ざ
し
て
」
を
基
軸
と
し
て
事
業
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
、
行
政
と
連
携
し
て
特
定

生
産
緑
地
へ
の
移
行
手
続
き
を
引
き
続
き
支

援
す
る
と
と
も
に
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
問
題
等
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
支
援

を
行
い
ま
す
。
　

さ
ら
に
は
、
土
壌
分
析
検
査
に
よ
る
健
康

な
土
づ
く
り
に
よ
り
、
質
の
高
い
農
産
物
を

生
産
し
、
消
費
者
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
、
店
舗
・
A
T
M
再

編
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
創
立
25
周
年
を
迎
え
る
年
で

す
。
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
と

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
り
続
け
る

た
め
、
さ
ら
な
る
組
合
員
と
の
対
話
、
意
思

反
映
を
通
じ
、
経
営
理
念
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

総代会当日の様子

令
和
4
年
度
事
業
計
画

事 業 方 針

信用事業

　地域で一番頼れる金融機関を実現するため、「オンリーワン戦
略」の実践に取り組み、より良い地域社会づくりの中心的役割を担
い、組合員・利用者の皆様に信頼されるサービスの提供と負託にお
応えできる業務運営に取り組みます。

本年度目標　　期末残高
　貯　金  3，283億円
　貸出金 365億円

販売事業

　農産物直売所「フレッシュ・クラブ」や朝市を通じ、「健康百菜（エコ
農産物）」の販売拡大に取り組み、消費者に安全・安心な地元産米や
新鮮な野菜を提供することを目指します。

本年度目標
　販売事業取扱高（フレッシュ・クラブ以外） 5，000万円
　委託手数料（フレッシュ・クラブ） 3，200万円
　イベント 毎月開催

共済事業

　持続可能な事業基盤の強化・確立に向けて、コロナ禍を意識した
「対面」と「非対面」が融合した契約者への3Ｑ活動を実践します。実
践にあたっては、高いコンプライアンス意識と契約者満足度の高い
3Ｑ活動に取り組むことで契約者・組合員との「絆の強化」に取り組
みます。

本年度目標 新契約
　生命（保障額） ６０億円
　建更（保障額） 330億円
　自動車（掛金額） ２億円
　自賠責（掛金額） 950万円

利用事業

　農業者の高齢化や後継者不足に起因する労働力の低下に対応
するため、受委託事業（外部委託提携）の更なる拡大と、組合員の生
産コスト削減の一助としてレンタル農機具の充実に努めます。

本年度目標　
　精米機・農機具レンタル等利用料  650万円
　耕うん・田植え等受委託手数料 1，150万円

購買事業

　生産資材においては、品目集約・在庫管理の徹底による供給コス
トの低減、肥料・農薬の予約購買と引き取り制度の利用奨励により、
組合員の生産コストの軽減に取り組みます。
　生活物資においては、取扱商品のPR強化により、組合員・利用者
に周知を図り、多様化する生活様式に対応した商品の積極的な推
進により購買品取扱高の拡大を目指し、経済事業の収支改善に取
り組みます。

本年度目標
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　組合員の資産の有効活用並びに保全について、組合員とともに
取り組みます。具体的には、遊休地の活用、駐車場管理、老朽化した
賃貸物件の建て替え、リノベーションなど、長期的な視野で、次世代
への資産承継を含めた提案・指導により、組合員の生活の安定・向上
を図ります。

本年度目標
　宅地等供給手数料 4，０００万円
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令
和
4
年
6
月
25
日
（
土
）
の
総

代
会
に
お
い
て
、
理
事
23
名
と
監
事

5
名
の
方
々
が
新
し
く
役
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
下
に
選
出
地

区
名
等
・
名
前
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
こ
の
た
び
第
25
回
通
常
総
代
会
並

び
に
直
後
の
理
事
会
及
び
監
事
会
に

お
き
ま
し
て
、
私
た
ち
28
名
が
新
役

員
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
J
A
を
目
指
し
て
精
一
杯
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員

並
び
に
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら

ぬ
ご
愛
顧
と
さ
ら
な
る
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
総
代
会
直
後
の
理
事
会
及
び
監
事

会
で
、次
の
通
り
、代
表
理
事
組
合
長
、

代
表
理
事
専
務
、
常
務
理
事
（
総
務

企
画
部
・
営
農
経
済
部
・
ふ
れ
あ
い

部
担
当
）、
常
務
理
事
（
金
融
部
・
共

済
部
担
当
）、
代
表
監
事
兼
常
勤
監
事
、

員
外
監
事
が
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
第
25
回
通
常
総
代
会
で
、

私
た
ち
14
名
の
役
員
が
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
在
任
中
は
公
私
に
わ
た
り
格
別
の

ご
厚
情
を
賜
り
無
事
職
責
を
果
た
し

得
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
親
交
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

第25回通常総代会直後の理事会及び監事会で選任された新役員

代表理事組合長（意岐部）中野博之代表理事専務（理事会）出口博司常務理事（理事会）大西孝義

理事（盾津）西川昭史 理事（玉川）寺尾重博

理事（縄手）西田昇次

理事（意岐部）大村雅英

代表監事兼常勤監事（理事会）杉原信孝

常務理事（理事会）辻西剛

理事（盾津）羽柴和彦

理事（三野郷）大東守

理事（意岐部）小林勝広

監事（英田）宮崎行俊

理事（英田）田中成嘉

理事（若江）市村京三

理事（三野郷）和田惠行

理事（女性枠）柴村福美

監事（盾津）安井勲

理事（英田）西田雄一郎

理事（若江）甲田智

理事（楠根）大西博

理事（女性枠）中田明子

監事（三野郷）中矢種男

理事（玉川）北野善行

理事（縄手）芝田和哉

理事（楠根）西勝登志子

理事（女性枠）柳生よみ子

員外監事　西村智子

ご
あ
い
さ
つ

役
員
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　
中
野
　
博
之

森
田
　
順
康
（
理
事
・
玉
川
）

柴
村
　
義
信
（
理
事
・
盾
津
）

藤
井
　
尚
弥
（
理
事
・
盾
津
）

森
山
　
秀
彦
（
理
事
・
若
江
）

東
野
　
勝
紀
（
理
事
・
縄
手
）

細
川
　
安
一
（
理
事
・
縄
手
）

岩
崎
由
喜
雄
（
理
事
・
三
野
郷
）

西
田
　
勝
彦
（
理
事
・
三
野
郷
）

高
林
　
照
夫
（
理
事
・
楠
根
）

辻
中
　
　
健
（
理
事
・
意
岐
部
）

藤
井
　
喜
也
（
理
事
・
意
岐
部
）

福
田
　
月
子
（
理
事
・
女
性
枠
）

西
田
　
成
範
（
常
務
理
事
・
理
事
会
）

中
川
　
雅
文
（
代
表
監
事
兼
常
勤
監
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
理
事
会
）

尚
、
藤
本
　
忠
（
監
事
・
盾
津
）
は
、

令
和
3
年
5
月
23
日
退
任

○
代
表
理
事
組
合
長

　（
常
勤
）

　
　
　
　
中
野 

博
之

○
代
表
理
事
専
務

　（
常
勤
）

　
　
　
　
出
口 

博
司

 ○
常
務
理
事

　（
総
務
企
画
部・

　 

営
農
経
済
部・

 

　
ふ
れ
あ
い
部
担
当
）

　（
常
勤
）

　
　
　
　
大
西 

孝
義

○
常
務
理
事

　（
金
融
部・共
済
部
担
当
）

　（
常
勤
）

　
　
　
　
辻
西
　
剛
 

○
代
表
監
事
兼
常
勤
監
事

　（
常
勤
）

　
　
　
　
杉
原 

信
孝

 ○
員
外
監
事

　（
非
常
勤
）

　
　
　
　
西
村 

智
子

　
　
　（
敬
称
略・順
不
同
）
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第９次中期経営計画（令和４年度～６年度）
不断の自己改革の実践！持続可能な大阪農業と地域共生をめざして

Green Topics

4
月
中
旬
か
ら
6
月
下
旬
に
か
け
て
、各

組
織
の
総
会
・
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、全
議

案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、一
部
組
織

に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、書
面
で
の
決
議
と
な
り

ま
し
た
。

◎
実
行
組
合
代
表
者
会
議
並
び
に

　
　
固
定
資
産
税
等
対
策
協
議
会

実
行
組
合
代
表
者
会
議
で
は
、令
和
4
年

度
実
行
組
合
会
議
の
議
長
に
、大
原
俊
次
氏

（
盾
津
地
区
）、副
議
長
に
、早
野
勇
氏（
若
江

地
区
）が
選
任
さ
れ
、次
の
活
動
計
画
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
認
定
農
業
者
の
推
進
を
行
う
と

と
も
に
、大
阪
エ
コ
農
産
物
の
生
産
と
生
産

履
歴
記
帳
運
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。ま
た
、J
A
の
各
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
、地
域
農
業
の
振
興
と
発
展

を
図
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
等
対
策
協
議
会
で
は
、固
定

資
産
税
等
の「
適
正
な
評
価
・
適
正
な
課
税
」

が
維
持
さ
れ
る
よ
う
今
後
の
地
価
動
向（
7

月
1
日
：
時
価
調
査
価
格
、1
月
1
日
：
地
価

公
示
価
格
）を
注
視
す
る
と
と
も
に
関
係
当

局
に
働
き
か
け
ま
す
。

◎「
安
全
な
食
と
農
の
研
究
会
」

　
　
　
　
　
　
　
本
部
役
員
会
議

役
員
改
選
を
含
む
全
議
案
が
本
部
役
員

会
議
に
て
決
議
さ
れ
、会
長
に
草
開
善
城
氏

（
意
岐
部
地
区
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
全
な
食
と
農
の
研
究
会
」で
は
、更
な

職員による育苗作業

農業塾

ケーブルテレビ「ジモト応援！つながるNews」

女性大学「ワタシカレッジ」「おうちでチャレンジ親子料理」

各
組
織
に
て
全
議
案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

都市農業の新たな価値を創造するとともに、豊かな地域づくりを目指し次代へつなぐ協同
活動ができる組織力を強化する。

ビジョン

経営理念

持続可能な大阪農業の実現と豊かでくらしやすい地域共生社会を目指し不断の自己改革
の実践をするため、健全で堅実なＪＡ経営及び人材育成に取り組みます。また、組合員と地
域にとって必要な存在であり続けるため、食と農を基軸として、地域に根ざした協同組合活
動に取り組み、総合事業としての機能・役割を発揮し、経営理念の実現を目指します。

１.多様な担い手対策と管内農地の保全対策
２.消費者に向けた大阪産農産物の魅力発信

基本方針

Ⅰ持続可能な大阪農業の振興

１.環境変化を想定した柔軟な経営基盤の確立
２.内部管理態勢の充実
３.各事業への対応
４.組織・事業・経営を支える「人」づくり
５.「人」が活躍できる職場づくり

Ⅱ将来の環境変化を踏まえた経営基盤の確立と
　ＪＡを支える「人」づくり

１.組合員の意思反映及び運営参画
２.組合員・地域住民等への対話・活動の展開
３.広報活動の強化によるＪＡの魅力発信

Ⅲ組合員・地域住民のＪＡへの参加・参画に向けた
　環境づくりと広報活動の強化によるＪＡの魅力発信

る
安
全
で
安
心
で
き
る
新
鮮
な
農
産
物
を

求
め
る
地
域
消
費
者
の
声
に
応
え
る
と
共

に
、「
地
産
地
食
」「
食
農
教
育
」等
を
通
じ
て
、

都
市
農
業
と
農
地
の
保
全
に
努
め
地
域
へ

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、安
全
・
安
心
な

「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」栽
培
の
促
進
・
環
境
保

全
型
農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
J
A
グ
リ
ー
ン
大
阪
み
ど
り
の
会

総
代
会

6
月
17
日（
金
）、J
A
グ
リ
ー
ン
大
阪
み

ど
り
の
会
で
は
、第
24
回
み
ど
り
の
会
総
代

会
を
総
代
42
名
出

席
の
も
と
開
催
、

全
議
案
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。同
会

は
、会
員
1
3
，

4
0
0
人
を
超
え

る
年
金
受
給
者
の

組
織
と
し
て
、今

年
度
も
会
員
相
互

の
親
睦
、健
康
で

生
き
甲
斐
の
あ
る

生
活
の
確
立
を
目

指
し
て
い
き
ま

す
。

◎
女
性
会
通
常
総
会

女
性
会
で
は
、全
議
案
が
書
面
に
て
決
議

さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
も
、J
A
生
活
文
化

活
動
や
J
A
女
性
組
織
活
動
の
場
を
広
げ
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
、積
極
的
に
新
会
員
を

増
や
す「
声
か
け
運
動
」に
取
り
組
み
、組
織

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◎
農
産
物
直
売
所「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
」

総
会

5
月
24
日（
火
）、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ

ブ
」で
は
、令
和
3
年
度
総
会
を
会
員
35
名

出
席
の
も
と
開
催
、全
議
案
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
」は
、地
産
地

食
の
促
進
と

地
元
都
市
農

業
を
守
り
、

地
域
貢
献
・

地
域
発
展
に

役
立
つ
こ
と

と
を
目
標

に
、3
店
舗

に
て
事
業
を

展
開
し
て
い

ま
す
。

4
月
27
日（
水
）、前
年
度
に
引
き
続
き
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、全
12
支
店
と
役
職
員

31
名
出
席
の
も
と
令
和
4
年
度
事
業
推
進

大
会
を
本
店
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

中
野
組
合
長
は
、「
創
立
25
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

組
合
員
と
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で

あ
り
続
け
る
た
め
、さ
ら
な
る
組
合
員
と
の

対
話
、意
思
反
映
を
通
じ
、経
営
理
念
の
実

現
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し 農産物直売所「フレッシュ・クラブ」総会

令
和
4
年
度

事
業
推
進
大
会
を
開
催

令和3年度
期末監事監査を実施

ま
し
た
。

組
合
長
の

あ
い
さ
つ

後
、前
年
度

の
事
業
推
進

実
績
の
優
績

外
務
員
と
優

績
窓
口
職
員

へ
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た

（
11
ペ
ー
ジ

に
て
紹
介
）。

続
い
て
、信

用
事
業
・
共
済
事
業
・
購
買
事
業
の
各
部
長

が「
新
年
度
の
事
業
方
針
と
本
年
度
目
標
の

達
成
を
目
指
す
」と
宣
言
し
ま
し
た
。

最
後
に
、本
店
出
席
の
役
職
員
と
リ
モ
ー

ト
参
加
の
全
支
店
長
に
よ
り「
が
ん
ば
ろ

う
」を
三
唱
し
、事
業
目
標
の
早
期
必
達
を

誓
い
ま
し
た
。

出席者全員によるがんばろう三唱

5月10日（火）～12日（木）の3日間に、令和3年度の
期末監査を当JAの監事により行いました。

地域の活力となり、人々に貢献し、喜ばれるJA

JAグリーン大阪みどりの会総代会
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を
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で
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が
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：
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地
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公
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と
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に
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に
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安
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な
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と
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の
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部
役
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改
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を
含
む
全
議
案
が
本
部
役
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に
て
決
議
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れ
、会
長
に
草
開
善
城
氏

（
意
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部
地
区
）が
再
任
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ま
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た
。

「
安
全
な
食
と
農
の
研
究
会
」で
は
、更
な

職員による育苗作業

農業塾

ケーブルテレビ「ジモト応援！つながるNews」

女性大学「ワタシカレッジ」「おうちでチャレンジ親子料理」

各
組
織
に
て
全
議
案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

都市農業の新たな価値を創造するとともに、豊かな地域づくりを目指し次代へつなぐ協同
活動ができる組織力を強化する。

ビジョン

経営理念

持続可能な大阪農業の実現と豊かでくらしやすい地域共生社会を目指し不断の自己改革
の実践をするため、健全で堅実なＪＡ経営及び人材育成に取り組みます。また、組合員と地
域にとって必要な存在であり続けるため、食と農を基軸として、地域に根ざした協同組合活
動に取り組み、総合事業としての機能・役割を発揮し、経営理念の実現を目指します。

１.多様な担い手対策と管内農地の保全対策
２.消費者に向けた大阪産農産物の魅力発信

基本方針

Ⅰ持続可能な大阪農業の振興

１.環境変化を想定した柔軟な経営基盤の確立
２.内部管理態勢の充実
３.各事業への対応
４.組織・事業・経営を支える「人」づくり
５.「人」が活躍できる職場づくり

Ⅱ将来の環境変化を踏まえた経営基盤の確立と
　ＪＡを支える「人」づくり

１.組合員の意思反映及び運営参画
２.組合員・地域住民等への対話・活動の展開
３.広報活動の強化によるＪＡの魅力発信

Ⅲ組合員・地域住民のＪＡへの参加・参画に向けた
　環境づくりと広報活動の強化によるＪＡの魅力発信
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て
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の
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と
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JAグリーン大阪みどりの会総代会
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4月29日（金）、一新した播種機で組合員と
職員約20名が、籾まきを行いました。

4月25日（月）、北宮こども園の園児69名
が、加納地区の西川昭史さんの畑にてレン
ゲの花摘みをしました。

4月11日（月）、女性会盾津支部のボラン
ティアサークル「コスモス」では、参加者23
名で、横枕北公園を清掃しました。

6月23日（木）、楠根東小学校の5年生97
名が、本店アグリゾーンにて、田植えを行い
ました。

5月13日（金）、桂小春團治師匠ら3名を招いて、本店
グリーンホールにて、第37回ふれあいライブ「ぐりー
ん寄席」を開催、116名の参加がありました。

4月30日（土）、プロ野球のウエスタンリーグ公式戦（オリックス
ＶＳ広島）開幕セレモニーにて、中野組合長が両チームへ花束と
地元の新鮮野菜・地元産米ヒノヒカリの贈呈を行いました。

グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、令
和
3
年
11
月
10
日

（
水
）か
ら
、令
和
4
年
5
月
20
日（
金
）に
か
け

て
5
回
に
わ
た
り
、第
一
期
女
性
大
学「
ワ
タ
シ

カ
レ
ッ
ジ
」の
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

「
ワ
タ
シ
カ
レ
ッ
ジ
」は
、「
J
A
フ
ァ
ン
づ
く

り
」の
一
環
と
し
て
、女
性
を
対
象
に「
食
と
農
」

「
暮
ら
し
」「
文
化
」に
つ
い
て
、四
季
を
通
じ
て

楽
し
く
学
ん
で
、Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

第
一
期
女
性
大
学「
ワ
タ
シ
カ
レ
ッ
ジ
」「
学
び
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
！
」

だ
く
地
域
交
流
の
場
で
す
。

全
て
の
講
座
を
終
え
た
受
講
生
か
ら
は
、「
新

し
い
発
見
や
勉
強
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
し
た
」

「
今
後
も
女
性
大
学
O
G
会
の
活
動
に
、参
加
し

た
い
で
す
」等
、前
向
き
な
感
想
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

大
好
評
だ
っ
た
女
性
大
学
の
内
容
と
、参
加

者
の
声
を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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令和４年度の新入職員です。令和３年度優績個人表彰の職員を紹介します。
（支店名は、令和３年度現在）

それぞれの❶「趣味」と、❷「JA職員としての今後の抱負」を聞きました！

グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、5
月
26

日（
木
）〜
6
月
17
日（
金
）の
間

の
17
日
間
、新
入
職
員
17
名
が
育

苗
の
出
荷
作
業
を
し
ま
し
た
。

同
職
員
は
、営
農
渉
外
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、育
苗
作
業
に
取

組
み
、組
合
員
約
1
0
0
軒
に
水

稲
苗
を
配
達
し
ま
し
た
。

新
入
職
員
が
育
苗
作
業

田中　宏治（英田支店）
❶散歩、ゲーム
❷仕事に慣れ、一人前の職員として活
躍したいです。

育苗作業をする新入職員

川
平
藍（
荒
本
支
店
）が
、第
50

回
信
用
事
業
業
務
検
定
試
験
、信

用
事
業
基
礎
の
部
、関
口
真
理
子

（
楠
根
支
店
）が
、同
試
験
農
業
融

資
実
務
の
部
で
、そ
れ
ぞ
れ
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

6
月
9
日（
木
）に
、グ
リ
ー
ン

大
阪
本
店
に
て
授
賞
式
が
行
わ

れ
、J
A
バ
ン
ク
大
阪
信
連
常
務

理
事
の
谷
口
浩
一
氏
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度

信
用
事
業
業
務
検
定
試
験

優
秀
賞
を
受
賞

川平藍（左）と関口真理子（右）

植村　梨央（花園ラグビー支店）
❶音楽鑑賞、美味しいものを食べること
❷お客様に親切で丁寧な対応ができ
るように頑張りたいです。

中田　大介（玉川支店）
❶テニス、ゲーム
❷協同の理念を学び、実践できる職員
になれるよう頑張ります。

中村　陸（盾津支店）
❶お笑いを見ること、音楽鑑賞
❷一人前に仕事が出来るようになりた
いです。

大村　明日香（盾津支店）
❶ジム通い、音楽鑑賞
❷担当業務を早く正確に行い、仕事の
幅を広げていきたいです。 

西井　怜奈（新庄支店）
❶キックボクシング、歌うこと
❷組合員の方々に信頼してもらえる
職員になれるよう努めます。

武田　愛弥（縄手支店）
❶野球、ボーリング
❷お客様に信頼される職員になりた
いです。

辰巳　明日香（縄手支店）
❶カフェ巡り、旅の動画視聴
❷早く仕事を覚えて役に立つ職員に
なります。

平井　歩乃果（縄手南支店）
❶ピアノ演奏、お笑いや動物の動画視聴
❷迅速に、正確に、丁寧に業務が行え
るよう努めます。

幡田　千尋（三野郷支店）
❶読書、山登り
❷分からない事はその都度確認して、
頼れる職員になります。

緒方　佑衣（玉串支店）
❶ウォーキング、美味しいお店を探すこと
❷親しみのある職員になりたいので、
挨拶と笑顔を心がけます。

秋田　裕津貴（楠根支店）
❶フットサル、サイクリング
❷日々努力し、1日でも早く支店の戦
力になりたいです。

田川　瑠美（楠根支店）
❶旅番組の視聴、音楽鑑賞
❷責任感を持って業務を行い、信頼し
て頂けるJA職員になります。

三浦　莉子（意岐部支店）
❶アイドル鑑賞、カラオケ
❷お客様や組合員の方々に信頼され
る職員になります。

木林　雛乃（意岐部支店）
❶アフタヌーンティーを楽しむこと
❷日々スキルアップを目標とし、業務
の幅を広げられるよう努めます。

森本　彩音（荒本支店）
❶読書、散歩
❷仕事をしっかりと覚え、気持ちの良い
対応が出来る職員になりたいです。

上垣　祥次（営農経済課）
❶映画鑑賞、特撮ヒーローのグッズ収集
❷多くの組合員さんや地域の方々に頼っ
て頂ける職員になりたいです。

◎優績外務員表彰（ローン・年金振込・給与振込・ＪＡカード　獲得部門）

1位　東野　剛英
（盾津支店）

2位　中西　亮輔
（意岐部支店）

3位　松澤　翔太
（楠根支店）

◎優績職員表彰（窓口年金振込口座獲得件数）

1位　大野　有佳梨
（英田支店）

◎新任外務員表彰（共済部門）

ベストルーキー賞
阿部　一貴
（縄手支店）

2位　大野　慶
（三野郷支店）

3位　山本　麻由
（玉川支店）

◎スマイルサポーター実績表彰（共済部門）

JA共済優績LA スマイルサポーター

全共連大阪府表彰

1位　池田　楓
（英田支店）

2位　松尾　茉莉
（荒本支店）

3位　畝田　庸子
（三野郷支店）

黒田　将宏
（玉川支店）

池田　楓
（英田支店）

4位　田中　秀積
（花園ラグビー支店）

5位　瀬戸　風矢
（荒本支店）
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今
回
は「
刺
繍
」が
趣
味
の
中
矢
和
子
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

中
矢
さ

ん
が
刺
繍

を
始
め
ら

れ
た
の
は
、

16
歳
の
頃
。

お
母
様
の

薦
め
で
、教

室
へ
行
っ

た

事

が

き
っ
か
け

で
す
。良
き

師
と
出
会

い
、今
日
ま

で
欧
風
刺

受取ってます！受取ってます！受取ってます！受取ってます！
年金年金年金年金

竹
村
　
絹
枝
さ
ん（
67
）＝
喜
里
川
町
＝

我が家のペットちゃん

絵
を
描
く
こ
と
や
工
作
が
趣
味
の
優

紀
菜
さ
ん
。最
近
で
は
、書
き
順
に
と
ら

わ
れ
ず
、自
分
の
思
う
ま
ま
に
筆
を
使
っ

て
、自
由
に
文
字
や
絵
を
描
く
新
感
覚
の

書
、『
己
書
』に
熱
中
し
て
い
る
と
の
こ

と
。大
変
個
性
的
で
味
わ
い
の
あ
る
作
品

を
た
く
さ
ん
描
い
て
い
ま
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
コ
ー
ヒ
ー
パ
フ
ェ

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

将
来
の
夢
は
、パ
テ
ィ
シ
エ
や
美
容
師

さ
ん
に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

ご
両
親
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
、優
し

い
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
」と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

山
田
君

山
田
君
（
ゴ
ー
ル
デ
ン・レ
ト
リ
ー
バ
ー
）

中
村
　
優
紀
菜
さ
ん（
10
）

父
　
勝
明
さ
ん
・
　
母
　
美
香
さ
ん
　
＝
岩
田
町
＝

ゆ
き
な

辻井　美恵子さん（78）
＝新庄＝

思
い
出
の
写
真

思
い
出
の
写
真

西
田
　
茂
さ
ん
（
70
）

＝
吉
田
＝

刺
　
繍

中
矢
　
和
子
さ
ん（
69
）　
＝
玉
串
元
町
＝

作品（二枚折屏風『御所車』・
袋帯『四君子の柄』）と中矢さんライティングビューロー『夢の花』

名古屋帯『蝶の柄』掛軸『松竹梅に鶴亀』

繍
を
中
心
に
日
本
刺
繍
を
は
じ
め
、大
小
と

り
ま
ぜ
て
ご
自
身
で
も
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
品
は
生
活
小
物
を
は
じ
め
、着
物
・
帯

や
、掛
軸
・
衝
立
・
二
枚
折
屏
風
・
箪
笥
な
ど

大
き
な
作
品
も
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。八
尾

市
の
文
化
祭
で
市
長
賞
・
議
長
賞
等
を
受
賞

さ
れ
た
事
も
あ
り
、講
師
の
資
格
も
お
持
ち

で
す
。

現
在
は
秋
の
作
品
展
に
向
け
て
袋
帯
を

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
花
び
ら
一
つ
に
し
て
も
、糸
の
太
さ
、本

数
、色
の
ぼ
か
し
加
減
等
、一
針
刺
す
傾
斜

に
よ
り
感
じ
が
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。作
品

は
心
を
込
め
て
ひ
と
針
ひ
と
針
、作
り
上
げ

て
い
く
の
で
、出
来
上
が
っ
た
時
の
喜
び
は

ひ
と
し
お
で
す
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

竹
村
さ
ん
の
愛
犬
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
レ
ト

リ
ー
バ
ー
の
山
田
君
14
歳
で
す
。

竹
村
さ
ん
の
家
族
は
、生
ま
れ
て
間
も
な
い

時
か
ら
一
緒
の
山
田
君
を
と
て
も
可
愛
が
っ

て
お
り
、山
田
君
も
家
族
が
大
好
き
！
山
田
君

が
一
番
喜
ぶ
の
は
、家
族
に
な
で
て
も
ら
う
時

だ
そ
う
で
す
。

竹
村
さ
ん
は
、「
山
田
君
は
、鶏
肉
ア
レ
ル

ギ
ー
も
あ
る
為
、食
事
に
も
気
を
遣
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
元
気
で
い
て
ほ
し
い

で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、吉
田
に
お
住
ま
い
の
西
田
茂
さ

ん
よ
り
、70
年
程
前
に
現
在
の
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
南
側
に
あ
っ
た
空
地
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、西
田
さ
ん
の
お
父
様（
後

列
中
央
）、お
祖
父
様（
後
列
右
側
）が
、臼
挽

き
の
休
憩
中
に
親
戚
の
方
々
と
撮
影
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

西
田
さ
ん
は
、「
今
で

こ
そ
機
械
を
用
い
て
個

人
で
の
作
業
が
で
き
ま

す
が
、当
時
は
家
族
や
親

戚
等
が
集
ま
り
、協
力
し

合
っ
て
臼
挽
き
を
行
っ

て
い
ま
し
た
」と
、幼
少

の
頃
を
振
り
返
ら
れ
ま

し
た
。

当
時
、撮
影
さ
れ
た
場

所
の
あ
た
り
は
、見
渡
す

限
り
田
ん
ぼ
が
続
い
て

い
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
写
真
を
提
供

す
る
た
め
、「
な
に
か
写

真
が
な
い
か
な
と
探
し

て
い
た
ら
、懐
か
し
い
写

真
が
出
て
き
た
」と
笑
顔

で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、新
庄
に
お
住
ま
い
の
辻
井

美
恵
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

辻
井
さ
ん
は
、体
操
、ヨ
ガ
、カ
ラ
オ

ケ
、民
舞
と
多
数
の
女
性
会
サ
ー
ク
ル

に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
自
宅
で

は
、手
芸
や
木
目
込
み
人
形
作
り
等
の

趣
味
を
お
持
ち
で
、さ
ら
に
こ
の
春
か

ら
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
さ
れ

て
い
ま
す
。　

幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る
辻
井
さ

ん
に
と
っ
て
、毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
健
康
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
み
ど
り

の
会
の
行
事
に
、み
ん
な
で
参
加
で
き

る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。」と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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今
回
は「
刺
繍
」が
趣
味
の
中
矢
和
子
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

中
矢
さ

ん
が
刺
繍

を
始
め
ら

れ
た
の
は
、

16
歳
の
頃
。

お
母
様
の

薦
め
で
、教

室
へ
行
っ

た

事

が

き
っ
か
け

で
す
。良
き

師
と
出
会

い
、今
日
ま

で
欧
風
刺

受取ってます！受取ってます！受取ってます！受取ってます！
年金年金年金年金

竹
村
　
絹
枝
さ
ん（
67
）＝
喜
里
川
町
＝

我が家のペットちゃん

絵
を
描
く
こ
と
や
工
作
が
趣
味
の
優

紀
菜
さ
ん
。最
近
で
は
、書
き
順
に
と
ら

わ
れ
ず
、自
分
の
思
う
ま
ま
に
筆
を
使
っ

て
、自
由
に
文
字
や
絵
を
描
く
新
感
覚
の

書
、『
己
書
』に
熱
中
し
て
い
る
と
の
こ

と
。大
変
個
性
的
で
味
わ
い
の
あ
る
作
品

を
た
く
さ
ん
描
い
て
い
ま
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
コ
ー
ヒ
ー
パ
フ
ェ

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

将
来
の
夢
は
、パ
テ
ィ
シ
エ
や
美
容
師

さ
ん
に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

ご
両
親
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
、優
し

い
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
」と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

山
田
君

山
田
君
（
ゴ
ー
ル
デ
ン・レ
ト
リ
ー
バ
ー
）

中
村
　
優
紀
菜
さ
ん（
10
）

父
　
勝
明
さ
ん
・
　
母
　
美
香
さ
ん
　
＝
岩
田
町
＝

ゆ
き
な

辻井　美恵子さん（78）
＝新庄＝

思
い
出
の
写
真

思
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出
の
写
真
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さ
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70
）

＝
吉
田
＝

刺
　
繍

中
矢
　
和
子
さ
ん（
69
）　
＝
玉
串
元
町
＝

作品（二枚折屏風『御所車』・
袋帯『四君子の柄』）と中矢さんライティングビューロー『夢の花』

名古屋帯『蝶の柄』掛軸『松竹梅に鶴亀』

繍
を
中
心
に
日
本
刺
繍
を
は
じ
め
、大
小
と

り
ま
ぜ
て
ご
自
身
で
も
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
品
は
生
活
小
物
を
は
じ
め
、着
物
・
帯

や
、掛
軸
・
衝
立
・
二
枚
折
屏
風
・
箪
笥
な
ど

大
き
な
作
品
も
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。八
尾

市
の
文
化
祭
で
市
長
賞
・
議
長
賞
等
を
受
賞

さ
れ
た
事
も
あ
り
、講
師
の
資
格
も
お
持
ち

で
す
。

現
在
は
秋
の
作
品
展
に
向
け
て
袋
帯
を

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
花
び
ら
一
つ
に
し
て
も
、糸
の
太
さ
、本

数
、色
の
ぼ
か
し
加
減
等
、一
針
刺
す
傾
斜

に
よ
り
感
じ
が
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。作
品

は
心
を
込
め
て
ひ
と
針
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と
針
、作
り
上
げ

て
い
く
の
で
、出
来
上
が
っ
た
時
の
喜
び
は

ひ
と
し
お
で
す
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

竹
村
さ
ん
の
愛
犬
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
レ
ト

リ
ー
バ
ー
の
山
田
君
14
歳
で
す
。

竹
村
さ
ん
の
家
族
は
、生
ま
れ
て
間
も
な
い

時
か
ら
一
緒
の
山
田
君
を
と
て
も
可
愛
が
っ

て
お
り
、山
田
君
も
家
族
が
大
好
き
！
山
田
君

が
一
番
喜
ぶ
の
は
、家
族
に
な
で
て
も
ら
う
時

だ
そ
う
で
す
。

竹
村
さ
ん
は
、「
山
田
君
は
、鶏
肉
ア
レ
ル

ギ
ー
も
あ
る
為
、食
事
に
も
気
を
遣
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
元
気
で
い
て
ほ
し
い

で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、吉
田
に
お
住
ま
い
の
西
田
茂
さ

ん
よ
り
、70
年
程
前
に
現
在
の
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
南
側
に
あ
っ
た
空
地
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、西
田
さ
ん
の
お
父
様（
後

列
中
央
）、お
祖
父
様（
後
列
右
側
）が
、臼
挽

き
の
休
憩
中
に
親
戚
の
方
々
と
撮
影
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

西
田
さ
ん
は
、「
今
で

こ
そ
機
械
を
用
い
て
個

人
で
の
作
業
が
で
き
ま

す
が
、当
時
は
家
族
や
親

戚
等
が
集
ま
り
、協
力
し

合
っ
て
臼
挽
き
を
行
っ

て
い
ま
し
た
」と
、幼
少

の
頃
を
振
り
返
ら
れ
ま

し
た
。

当
時
、撮
影
さ
れ
た
場

所
の
あ
た
り
は
、見
渡
す

限
り
田
ん
ぼ
が
続
い
て

い
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
写
真
を
提
供

す
る
た
め
、「
な
に
か
写

真
が
な
い
か
な
と
探
し

て
い
た
ら
、懐
か
し
い
写

真
が
出
て
き
た
」と
笑
顔

で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、新
庄
に
お
住
ま
い
の
辻
井

美
恵
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

辻
井
さ
ん
は
、体
操
、ヨ
ガ
、カ
ラ
オ

ケ
、民
舞
と
多
数
の
女
性
会
サ
ー
ク
ル

に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
自
宅
で

は
、手
芸
や
木
目
込
み
人
形
作
り
等
の

趣
味
を
お
持
ち
で
、さ
ら
に
こ
の
春
か

ら
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
さ
れ

て
い
ま
す
。　

幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る
辻
井
さ

ん
に
と
っ
て
、毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
健
康
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
み
ど
り

の
会
の
行
事
に
、み
ん
な
で
参
加
で
き

る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。」と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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フレッシュ・クラブ 信通 フレッシュ・クラブの情報を
お届けします。
フレッシュ・クラブの情報を
お届けします。

ゴーヤのつくだ煮

各地区でジャガイモ掘りが行われました

（作り方）

（1）★合わせ調味料を煮たてて、冷ましておく。

（2）ゴーヤは5㎜ほどの幅にスライス、土しょうがは千切りに

する。

（3）熱湯に塩を入れ、ゴーヤを1分程煮て、ザルにあげる。

（4）冷めたゴーヤをきつく絞ってボールに入れる。

（5）ゴーヤと（1）の調味料、塩昆布、だしの素、カツオ節、土

しょうがを合わせる。

　※お好みで鷹の爪も和える。

材料（作りやすい分量）
•ゴーヤ（大きめ）……2本
•塩昆布 …………… 15ｇ
•だしの素 ………小さじ1
•カツオ節 ………… 10ｇ
•土しょうが……………1片
•塩 ………………大さじ1
•ごま ……………… 適宜
★合わせ調味料
 •醤油……………… 90ｇ
 •ほめられ酢 ……… 45ｇ
 •みりん、酒 …… 各40ｇ

（作り方）
（1）野菜は食べやすい大きさに切っておく。
（2）鍋にオリーブ油を熱し、鶏肉、タマネギ、ニ

ンジン、ズッキーニの順に油が全体に回る
まで炒める。

（3）酒、水、ローリエを加え、中弱火で約10分
間煮る。インゲン、ブロッコリー、トマト、塩
を加え、さらに15分間煮る。

（4）火が通ったら、すりごま、ヨーグルトを加
え、一煮立ちさせる。好みで黒こしょうを
振る。

材料（2人分）
•鶏手羽元 ……………………… 250g
•インゲン ……………………………5本
•トマト………………………………小2個
•ニンジン、ズッキーニ ……… 各1/2本
•タマネギ、ブロッコリー …… 各1/2個
•ローリエ ……………………………1枚
•酒 …………………………………50ml
•水 ……………………………… 800ml
•塩 …………………………… 小さじ1弱
•オリーブ油 …………………大さじ1/2
•すりごま（白）…………………… 大さじ3
•プレーンヨーグルト …………… 150ml
•黒こしょう………………………… 適宜

夏
は
野
菜
の
生
育
の
良
い
季
節
で
す
が
、

数
多
く
の
害
虫
も
発
生
す
る
時
期
に
な
り

ま
す
。

そ
れ
ら
の
中
で
、特
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
2
種
類
の
害
虫
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

○
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
体
長
2
㎜
ほ
ど
の
害

虫
で
、様
々
な
ウ
イ
ル
ス
病
の
原
因
に
な
り

ま
す
。ウ
イ
ル
ス
病
は
一
度
か
か
る
と
農
薬

な
ど
で
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
病
気
で
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
世
代
交
代
が
早
く
、短

期
間
の
う
ち
に
増
殖
し
ま
す
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

○
ヨ
ト
ウ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
幼
虫
で
、極

め
て
多
食
性
で
あ
り
、イ
ネ
科
以
外
の
野
菜

は
ほ
と
ん
ど
被
害
を
受
け
ま
す
。

幼
虫
は
体
長
4
㎝
ほ
ど
に
な
り
、日
中
は

土
中
や
野
菜
の
株
元
に
潜
ん
で
、夜
間
に
野

菜
の
葉
や
果
実
を
食
い
荒
ら
し
ま
す
。

葉
は
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
害
虫
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
は
、株
の
周
り
の
土
を

掘
っ
て
ヨ
ト
ウ
ム
シ
を
探
す
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、速
や
か
な
駆
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
害
虫
の
駆
除
に
は
殺
虫
剤
の

散
布
が
効
果
的
で
す
が
、同
じ
殺
虫
剤
を
連

続
し
て
散
布
す
る
と
、そ
の
殺
虫
剤
に
抵
抗

性
を
持
っ
た
個
体
が
増
え
、効
き
目
が
低
下

し
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
異
な
っ
た
成
分
の
殺
虫
剤
を
使

用
す
る「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
」を
行
う

こ
と
で
、抵
抗
性
を
持
っ
た
個
体
を
増
や
さ

ず
、長
く
そ
れ
ら
の
殺
虫
剤
が
使
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

肥
料
価
格
が
７
月
１
日
よ
り

値
上
が
り
し
ま
す

穀
物
需
要
の
上
昇
な
ど
か
ら
、肥
料
の
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、世
界
的
に
肥
料
原
料

の
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま

た
、中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
産
出
国
に
お
け
る

お
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪　

営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で

フ
リ
ー
コ
ー
ル
：
0
1
2
0（
2
3
3
）4
8
9

このレシピは女性会からご提供いただきました。

夏のスタミナ補給に！夏野菜と鶏肉のシチュー レシピ提供●一般社団法人 Jミルク「ミルクレシピ」

6月13日（月）、はるみやこども園の園児
26名が、本店アグリゾーンにて、ジャガイ
モ掘りをしました。

6月1日（水）、英田南小学校、英田北小学校計212名が、英
田地区の田中成嘉さんの畑にて、英田支部営農研究会と女
性会英田支部の指導のもと、ジャガイモ掘りをしました。

5月24日（火）、徳庵愛和幼稚園の園児
109名が、楠根地区の大西順博さんの畑
にてジャガイモ掘りをしました。

肥
料
原
料
の
輸
出
規
制
等
に
よ
り
肥
料
原

料
の
調
達
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、原
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、銘

柄
に
よ
っ
て
は
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、納
品
時
期
の
調

整
や
使
用
原
料
の
変
更
な
ど
の
発
生
に
よ

り
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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フレッシュ・クラブ 信通 フレッシュ・クラブの情報を
お届けします。
フレッシュ・クラブの情報を
お届けします。

ゴーヤのつくだ煮

各地区でジャガイモ掘りが行われました

（作り方）

（1）★合わせ調味料を煮たてて、冷ましておく。

（2）ゴーヤは5㎜ほどの幅にスライス、土しょうがは千切りに

する。

（3）熱湯に塩を入れ、ゴーヤを1分程煮て、ザルにあげる。

（4）冷めたゴーヤをきつく絞ってボールに入れる。

（5）ゴーヤと（1）の調味料、塩昆布、だしの素、カツオ節、土

しょうがを合わせる。

　※お好みで鷹の爪も和える。

材料（作りやすい分量）
•ゴーヤ（大きめ）……2本
•塩昆布 …………… 15ｇ
•だしの素 ………小さじ1
•カツオ節 ………… 10ｇ
•土しょうが……………1片
•塩 ………………大さじ1
•ごま ……………… 適宜
★合わせ調味料
 •醤油……………… 90ｇ
 •ほめられ酢 ……… 45ｇ
 •みりん、酒 …… 各40ｇ

（作り方）
（1）野菜は食べやすい大きさに切っておく。
（2）鍋にオリーブ油を熱し、鶏肉、タマネギ、ニ

ンジン、ズッキーニの順に油が全体に回る
まで炒める。

（3）酒、水、ローリエを加え、中弱火で約10分
間煮る。インゲン、ブロッコリー、トマト、塩
を加え、さらに15分間煮る。

（4）火が通ったら、すりごま、ヨーグルトを加
え、一煮立ちさせる。好みで黒こしょうを
振る。

材料（2人分）
•鶏手羽元 ……………………… 250g
•インゲン ……………………………5本
•トマト………………………………小2個
•ニンジン、ズッキーニ ……… 各1/2本
•タマネギ、ブロッコリー …… 各1/2個
•ローリエ ……………………………1枚
•酒 …………………………………50ml
•水 ……………………………… 800ml
•塩 …………………………… 小さじ1弱
•オリーブ油 …………………大さじ1/2
•すりごま（白）…………………… 大さじ3
•プレーンヨーグルト …………… 150ml
•黒こしょう………………………… 適宜

夏
は
野
菜
の
生
育
の
良
い
季
節
で
す
が
、

数
多
く
の
害
虫
も
発
生
す
る
時
期
に
な
り

ま
す
。

そ
れ
ら
の
中
で
、特
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
2
種
類
の
害
虫
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

○
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
体
長
2
㎜
ほ
ど
の
害

虫
で
、様
々
な
ウ
イ
ル
ス
病
の
原
因
に
な
り

ま
す
。ウ
イ
ル
ス
病
は
一
度
か
か
る
と
農
薬

な
ど
で
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
病
気
で
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
世
代
交
代
が
早
く
、短

期
間
の
う
ち
に
増
殖
し
ま
す
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

○
ヨ
ト
ウ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
幼
虫
で
、極

め
て
多
食
性
で
あ
り
、イ
ネ
科
以
外
の
野
菜

は
ほ
と
ん
ど
被
害
を
受
け
ま
す
。

幼
虫
は
体
長
4
㎝
ほ
ど
に
な
り
、日
中
は

土
中
や
野
菜
の
株
元
に
潜
ん
で
、夜
間
に
野

菜
の
葉
や
果
実
を
食
い
荒
ら
し
ま
す
。

葉
は
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
害
虫
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
は
、株
の
周
り
の
土
を

掘
っ
て
ヨ
ト
ウ
ム
シ
を
探
す
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、速
や
か
な
駆
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
害
虫
の
駆
除
に
は
殺
虫
剤
の

散
布
が
効
果
的
で
す
が
、同
じ
殺
虫
剤
を
連

続
し
て
散
布
す
る
と
、そ
の
殺
虫
剤
に
抵
抗

性
を
持
っ
た
個
体
が
増
え
、効
き
目
が
低
下

し
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
異
な
っ
た
成
分
の
殺
虫
剤
を
使

用
す
る「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
」を
行
う

こ
と
で
、抵
抗
性
を
持
っ
た
個
体
を
増
や
さ

ず
、長
く
そ
れ
ら
の
殺
虫
剤
が
使
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

肥
料
価
格
が
７
月
１
日
よ
り

値
上
が
り
し
ま
す

穀
物
需
要
の
上
昇
な
ど
か
ら
、肥
料
の
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、世
界
的
に
肥
料
原
料

の
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま

た
、中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
産
出
国
に
お
け
る

お
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪　

営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で

フ
リ
ー
コ
ー
ル
：
0
1
2
0（
2
3
3
）4
8
9

このレシピは女性会からご提供いただきました。

夏のスタミナ補給に！夏野菜と鶏肉のシチュー レシピ提供●一般社団法人 Jミルク「ミルクレシピ」

6月13日（月）、はるみやこども園の園児
26名が、本店アグリゾーンにて、ジャガイ
モ掘りをしました。

6月1日（水）、英田南小学校、英田北小学校計212名が、英
田地区の田中成嘉さんの畑にて、英田支部営農研究会と女
性会英田支部の指導のもと、ジャガイモ掘りをしました。

5月24日（火）、徳庵愛和幼稚園の園児
109名が、楠根地区の大西順博さんの畑
にてジャガイモ掘りをしました。

肥
料
原
料
の
輸
出
規
制
等
に
よ
り
肥
料
原

料
の
調
達
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、原
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、銘

柄
に
よ
っ
て
は
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、納
品
時
期
の
調

整
や
使
用
原
料
の
変
更
な
ど
の
発
生
に
よ

り
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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ウ
ィ
ー
ク
は
皆
の
お
出
か
け
を
横
目
で
み
て

精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
優
雅
に
収
穫
や
苗

を
植
え
た
り
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
時
期

は
ひ
た
す
ら
に
雑
草
刈
り
で
す
。
進
歩
な
い

な
あ
…
ト
ホ
ホ
。

　

横
小
路
町　

木
村
美
佐
子

▼
応
募
、
久
し
ぶ
り
に
出
し
ま
す
。
今
年
の

2
月
に
男
の
子
の
曾
孫
が
誕
生
。
五
月
人
形

を
か
ざ
り
、
人
生
、
長
生
き
し
て
う
れ
し
い

年
に
な
り
ま
し
た
。

長
田　

山
中　

依
子

▼
酢
の
物
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
め
ら
れ
酢
は
重
宝
し
て
い
ま
す
。

七
軒
家　

大
西　

恵
子

▼
地
元
の
新
玉
ね
ぎ
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ

ブ
で
購
入
し
ま
し
た
。
1
玉
ま
る
ご
と
コ
ン

ソ
メ
ス
ー
プ
に
す
る
と
、
と
て
も
甘
く
て
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
旬
の
野
菜
は
体
に
い
い

で
す
ね
。　

稲
田
新
町　

菅
沼　

保
子

▼
と
れ
た
て
野
菜
直
売
所
の
お
野
菜
は
美
味

し
く
て
、
野
菜
嫌
い
な
孫
が
、
ニ
ン
ジ
ン
や

ピ
ー
マ
ン
を
食
べ
て
く
れ
る
の
で
本
当
に
助

か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
美
味
し

い
野
菜
を
提
供
し
て
下
さ
い
。

島
之
内　

林　

栄
美
子

▼
い
つ
も
フ
ォ
レ
ス
ト
を
楽
し
み
に
待
っ
て

い
ま
す
。
青
葉
の
美
し
い
季
節
、
食
欲
も
出

て
、
ス
ー
パ
ー
に
は
な
い
珍
し
い
地
元
野
菜

が
直
売
所
に
は
あ
り
満
足
で
す
。

若
草
町　

国
友　

和
子

▼
毎
月
フ
ォ
レ
ス
ト
を
楽
し
ん
で
拝
読
し
て

お
り
ま
す
。
支
店
で
朝
市
を
利
用
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
新
鮮
な
の
で
、
と
て
も
美

味
し
く
食
し
て
い
ま
す
。御

厨　

𠮷
村　

栄
子

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し
。
外
出
も
少
な
く

な
り
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
か
ら
早
く
解
放
さ

れ
た
い
も
の
で
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
家
庭
内

で
出
来
る
J
A
て
ん
と
う
ム
シ
体
操
だ
と
思

い
、
毎
月
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

山
本
町
北　

田
畑　

倫
美

▼
近
所
の
田
圃
に
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
一
面
に
咲

い
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
田
植
え
の
準
備
の

た
め
刈
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
季
節
の
確

か
な
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

地
区
が
自
慢
で
す
。

加
納　

河
西　

俊
一

▼
5
月
6
月
号
の
「
思
い
出
の
写
真
」
で
、

今
は
亡
き
義
父
や
ご
近
所
の
お
じ
さ
ん
達
の

若
き
頃
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
嬉
し

く
家
族
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

西
堤
本
通
西　

西
村　

裕
美

▼
家
庭
菜
園
を
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

フォレストクラブは読者のページです。
みなさんからＪＡグリーン大阪へのご
意見・ご要望、おすすめ簡単料理メ
ニュー、あなたの健康法、手軽に行け
るハイキングスポットなどを郵政ハガ
キにお書きの上、クイズコーナーの応
募先にお寄せください。また、あなた
の家族写真、お子さんの写真、ペット
写真、絵手紙なども募集しています。
写真について、封書で写真説明文をつ
けて、お寄せ下さい。なお、写真の応
募多数の場合は、紙面の都合上、抽選
によって採用を決めさせていただきま
すので、ご了承ください。

モナ・カサンドラモナ・カサンドラ
ＪＡ広報通信より（ＪＡ新聞連発行）

★おひつじ座　3／21～4／19

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

今月のあなたの運勢今月のあなたの運勢

（全体運）性急になり過ぎないよう行動をセ
ーブして。じっくり取り組めば好結果に。衝
動買いに注意。下旬は勝負強さあり
（健康運）食べ過ぎは思った以上のダメージに。
運動を

★かに座　6／22～7／22
（全体運）太陽の恵みを受けて大きな成果が
期待できます。気になっていたことを調べた
りするのもお勧め。うれしいお誘いも
（健康運）友人と過ごす何げない時間が元気
回復に

★てんびん座　9／23～10／23
（全体運）最初は戸惑うことが多そうですが、
次第に好転。慌てずゆっくり進めれば望んで
いた方へと向かえます
（健康運）健康診断は受けて◎。冷えに気を
付けて

★やぎ座　12／22～1／19
（全体運）信頼できる人に話を聞きに行って。
明るい兆しが見えています。こうでなければ
と決め付けて考えないように
（健康運）ハードなスポーツを楽しめます。
散歩も吉

★おうし座　4／20～5／20
（全体運）努力の成果が目に見えやすく、や
りがいを感じられるとき。新しいチャレンジ
も吉と出ます。予定は早めに立てて
（健康運）目の疲れに注意を。頭痛は甘く見
ないで

★しし座　7／23～8／22
（全体運）上昇運です。一筋縄ではいかない
ことも諦めずに続ければゴールへと前進。迷
ったときには初心に返って◎
（健康運）頑張り過ぎは禁物。休憩を入れま
しょう

★さそり座　10／24～11／22
（全体運）ハプニングの気配が。ドキッとす
ることがあっても冷静に。災いを転じて福と
なします。臨機応変に動きましょう
（健康運）体を動かす前に準備体操を。腰は
大切に

★みずがめ座　1／20～2／18
（全体運）もめそうになってもあなたの対応
一つでトラブルにせず済ませられます。重要
な役割を任される予感も
（健康運）無理は禁物。ハーブティーでリラ
ックス

★ふたご座　5／21～6／21
（全体運）高め安定運。周囲の協力を得やす
くなっています。1 人で頑張ろうとせず周り
に声をかけて。充実感がアップ
（健康運）音楽鑑賞が癒やしに。香りの良い
お茶も吉

★おとめ座　8／23～9／22
（全体運）あれこれやりたいことが出てきそう。
状況を整理して優先順位をつけて。頼まれ事
を引き受けると、そこから開運
（健康運）スポーツにツキあり。体を動かし
て

★いて座　11／23～12／21
（全体運）うっかり口を滑らせないようご用心。
頼られ過ぎて困る場合が。助けてほしいとき
はあなたからもSOSを出して
（健康運）冷たい物の取り過ぎに注意。胃腸
をいたわって

★うお座　2／19～3／20
（全体運）良好です。一つずつ状況が改善し
ていきます。会話の機会を多く持つよう心が
けましょう。楽しい発見があるはず
（健康運）野菜たっぷりのメニューで元気は
つらつ

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。
現在は執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。　　ルネ・ヴァン・ダール研究所　　http://www.rene-v.com/

問　

題

　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
7
月
の
第
3
月
曜
日
は
―
―
の
日
。国
民
の

祝
日
で
す

②
お
遍
路
さ
ん
が
巡
り
ま
す

③
ム
チ
と
の
使
い
分
け
が
大
切

④
開
く
と
花
が
咲
き
ま
す

⑤
そ
う
め
ん
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
入
れ
る

人
も
い
ま
す

⑦
泳
げ
な
い
人
の
強
い
味
方

⑨
夏
の
土
用
の
―
―
の
日
に
は
ウ
ナ
ギ
を
食
べ

る
と
良
い
と
い
わ
れ
ま
す

⑪
輪
島
や
呼
子
の
も
の
が
有
名

⑬
蚕
の
繭
か
ら
作
る
繊
維

⑮
鉄
が
さ
び
る
の
は
こ
の
化
学
変
化
に
よ
る

も
の
で
す

⑰
京
都
の
夏
を
彩
る
―
―
祭

⑲
酔
う
と
こ
の
猛
獣
に
な
る
人
も

㉑
1-

1=

タ
テ
の
カ
ギ

①
前
の
反
対
側

③
梅
雨
が
明
け
れ
ば
夏
本
番
。―
―
が
増
し
ま

す
⑥
神
社
で
神
事
に
奉
仕
す
る
女
性

⑦
土
用
干
し
を
す
る
漬
物

⑧
窒
素（
78
%
）、酸
素（
21
%
）な
ど
が
含
ま
れ

ま
す

⑩
音
を
聞
き
取
る
器
官

⑫
波
―
―
を
上
げ
て
船
が
進
む

⑭
七
夕
飾
り
や
短
冊
を
つ
る
し
ま
す

⑯
カ
ブ
ト
ム
シ
が
集
ま
る
木
の一つ

⑱
歌
謡
曲
な
ど
の
前
奏
の
こ
と

⑳
唱
歌『
夏
の
思
い
出
』の
歌
詞
に
出
て
く
る

地
名

㉒
継
続
は
―
―
な
り

㉓
列
車
を
走
ら
せ
る
た
め
に
敷
き
ま
す

（
締
切
）

　

令
和
4
年
7
月
22
日
（
当
日
消
印
有
効
）

※
な
お
、
当
選
者
発
表
は
本
誌
9
・
10
月
号

に
て
行
い
ま
す
。

※
消
印
が
締
切
日
を
過
ぎ
て
い
る
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
い
ま
す
。早
め
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　

応
募
総
数
110
枚
の
中
か
ら
次
の
20
名
の
方

に「
ほ
め
ら
れ
酢
」2
本
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

○
郵
政
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
お
取
引

支
店
名
と
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
お
よ
び
、
本

誌
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
希
望
等
を
記
入
の

上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
20
名
様

に
「
ほ
め
ら
れ
酢
」
2
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

（
あ
て
先
）

〒
５
７
７-

０
０
１
１

　

東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
5
番
50
号

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
部　

組
合
員
課　

宛

※
ク
イ
ズ
に
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
個

人
情
報
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
を
進
呈
す
る

た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
応
募
に
つ
い
て

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
応
募
が

で
き
ま
す
。

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
当
選
者（
順
不
同・敬
称
略
）

＊
フ
ォ
レ
ス
ト
表
紙
イ
ラ
ス
ト
／
大
西
ひ
ろ
み
さ
ん

https://www.ja-greenosaka.or.jp/（ＪＡグリーン大阪のＨＰ）

林　

栄
美
子

松
井
ふ
み
子

福
田
冨
美
子

住
友　

廣
己

辻
本　

廣
子

下
村　

直
子

河
西　

俊
一

高
村　

元
治

川
北
惠
美
子

塩
飽　

笑
子

坂
野　

愛
子

木
村
美
佐
子

国
友　

和
子

中
西　

悦
子

西
村　
　

弘

照
屋
知
恵
子

山
中　

依
子

阪
本　

か
よ

岸
本　

照
子

中
野　

孝
子

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

　

「
エ
メ
ラ
ル
ド
」

　

今
年
も
い
っ
ぱ
い
獲
れ
ま
し
た
。

　
「
お
や
、 

こ
の
キ
ュ
ウ
リ
は
J
A
の
J
の
字
に

似
て
い
る
ね
」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
い
ま
し
た
。

　
「
お
日
様
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
育
っ
た
野
菜
た
ち

を
、 

ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
！
」

大
西
ひ
ろ
み

表
紙
の
こ
と
ば

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
夏
野
菜

◎
あ
と
が
き

「
地
元
を
食
べ
よ
う
!
お
う
ち
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
親
子
料
理
！
」の
特
別
企
画
、「
く
る
く
る

き
ゅ
う
り
を
作
ろ
う
！
」を
実
施
し
ま
す
。

ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
梅
雨
も
ま
だ
ま
だ
序
盤

で
す
が
、気
持
ち
ぐ
ら
い
は
カ
ラ
ッ
と
元
気
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
、地
元
の
夏
野
菜
を
モ
リ
モ

リ
食
べ
て
、英
気
を
養
い
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
！

（
組
合
員
課　

川
西　

信
久
）

理
事
会
報
告
（
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
）

令
和
4
年
4
月
27
日（
水
）

4
月
定
例
理
事
会

◎
次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　

4
月
30
日
付

　
　

三
木　

浩
（
三
野
郷
支
店
）
定
年
退
職

　

5
月
31
日
付

　
　

馬
場　

式
希
（
英
田
支
店
）

第
1
号
議
案　

令
和
4
年
度 

事
業
計
画
の
設
定（
余

裕
金
運
用
方
針
含
む
）に
つ
い
て

第
2
号
議
案　

税
効
果
会
計
に
係
る
将
来
5
年
間
税

引
前
当
期
利
益
の
見
積
り
に
つ
い
て

第
3
号
議
案　

理
事
23
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
4
号
議
案　

監
事
5
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
5
号
議
案　

退
任
理
事
及
び
退
任
監
事
に
対
す
る

退
職
慰
労
金
に
つ
い
て　
　

第
6
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て　

第
7
号
議
案　

令
和
4
年
度 

会
計
監
査
人
に
対
す
る

監
査
報
酬
に
つ
い
て

第
8
号
議
案　

融
資
規
程（
融
資
要
項
）の一
部
変
更
に

つ
い
て

第
9
号
議
案　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

Ｏ
Ｔ
Ｍ
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て

令
和
4
年
5
月
30
日（
月
）

5
月
定
例
理
事
会

第
1
号
議
案　

令
和
3
年
度 

決
算
関
係
書
類
等
の
承

認
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
号
議
案　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の一
部
変
更
に
つ
い
て　
　

 　
　

第
3
号
議
案　

第
25
回 

通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
4
号
議
案　

第
25
回 

通
常
総
代
会
の
招
集
手
続
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
5
号
議
案　

早
期
警
戒
制
度
に
お
け
る
取
組
検
討

項
目（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
）

の
策
定
に
つ
い
て　
　
　

 　
　
　
　

第
6
号
議
案　

常
勤
理
事
の
他
団
体
の
理
事
等
へ
の

就
任
承
諾
に
つ
い
て

ＪＡグリーン大阪  5月末日現在
●貯金高

●貸出金

●長期共済保有高

●購買品取扱高

●組合員数

●職員数

329，637，678（千円）

35，970，330（千円）

559，621，490（千円）

40，367（千円）

正組合員2，073名・准組合員15，907名

223名（男性127名、女性96名）

7/1～7/31

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信
よ
り・出
題
●
ニ
コ
リ
）
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ウ
ィ
ー
ク
は
皆
の
お
出
か
け
を
横
目
で
み
て

精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
優
雅
に
収
穫
や
苗

を
植
え
た
り
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
時
期

は
ひ
た
す
ら
に
雑
草
刈
り
で
す
。
進
歩
な
い

な
あ
…
ト
ホ
ホ
。

　

横
小
路
町　

木
村
美
佐
子

▼
応
募
、
久
し
ぶ
り
に
出
し
ま
す
。
今
年
の

2
月
に
男
の
子
の
曾
孫
が
誕
生
。
五
月
人
形

を
か
ざ
り
、
人
生
、
長
生
き
し
て
う
れ
し
い

年
に
な
り
ま
し
た
。

長
田　

山
中　

依
子

▼
酢
の
物
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
め
ら
れ
酢
は
重
宝
し
て
い
ま
す
。

七
軒
家　

大
西　

恵
子

▼
地
元
の
新
玉
ね
ぎ
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ

ブ
で
購
入
し
ま
し
た
。
1
玉
ま
る
ご
と
コ
ン

ソ
メ
ス
ー
プ
に
す
る
と
、
と
て
も
甘
く
て
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
旬
の
野
菜
は
体
に
い
い

で
す
ね
。　

稲
田
新
町　

菅
沼　

保
子

▼
と
れ
た
て
野
菜
直
売
所
の
お
野
菜
は
美
味

し
く
て
、
野
菜
嫌
い
な
孫
が
、
ニ
ン
ジ
ン
や

ピ
ー
マ
ン
を
食
べ
て
く
れ
る
の
で
本
当
に
助

か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
美
味
し

い
野
菜
を
提
供
し
て
下
さ
い
。

島
之
内　

林　

栄
美
子

▼
い
つ
も
フ
ォ
レ
ス
ト
を
楽
し
み
に
待
っ
て

い
ま
す
。
青
葉
の
美
し
い
季
節
、
食
欲
も
出

て
、
ス
ー
パ
ー
に
は
な
い
珍
し
い
地
元
野
菜

が
直
売
所
に
は
あ
り
満
足
で
す
。

若
草
町　

国
友　

和
子

▼
毎
月
フ
ォ
レ
ス
ト
を
楽
し
ん
で
拝
読
し
て

お
り
ま
す
。
支
店
で
朝
市
を
利
用
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
新
鮮
な
の
で
、
と
て
も
美

味
し
く
食
し
て
い
ま
す
。御

厨　

𠮷
村　

栄
子

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し
。
外
出
も
少
な
く

な
り
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
か
ら
早
く
解
放
さ

れ
た
い
も
の
で
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
家
庭
内

で
出
来
る
J
A
て
ん
と
う
ム
シ
体
操
だ
と
思

い
、
毎
月
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

山
本
町
北　

田
畑　

倫
美

▼
近
所
の
田
圃
に
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
一
面
に
咲

い
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
田
植
え
の
準
備
の

た
め
刈
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
季
節
の
確

か
な
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

地
区
が
自
慢
で
す
。

加
納　

河
西　

俊
一

▼
5
月
6
月
号
の
「
思
い
出
の
写
真
」
で
、

今
は
亡
き
義
父
や
ご
近
所
の
お
じ
さ
ん
達
の

若
き
頃
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
嬉
し

く
家
族
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

西
堤
本
通
西　

西
村　

裕
美

▼
家
庭
菜
園
を
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

フォレストクラブは読者のページです。
みなさんからＪＡグリーン大阪へのご
意見・ご要望、おすすめ簡単料理メ
ニュー、あなたの健康法、手軽に行け
るハイキングスポットなどを郵政ハガ
キにお書きの上、クイズコーナーの応
募先にお寄せください。また、あなた
の家族写真、お子さんの写真、ペット
写真、絵手紙なども募集しています。
写真について、封書で写真説明文をつ
けて、お寄せ下さい。なお、写真の応
募多数の場合は、紙面の都合上、抽選
によって採用を決めさせていただきま
すので、ご了承ください。

モナ・カサンドラモナ・カサンドラ
ＪＡ広報通信より（ＪＡ新聞連発行）

★おひつじ座　3／21～4／19

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

今月のあなたの運勢今月のあなたの運勢

（全体運）性急になり過ぎないよう行動をセ
ーブして。じっくり取り組めば好結果に。衝
動買いに注意。下旬は勝負強さあり
（健康運）食べ過ぎは思った以上のダメージに。
運動を

★かに座　6／22～7／22
（全体運）太陽の恵みを受けて大きな成果が
期待できます。気になっていたことを調べた
りするのもお勧め。うれしいお誘いも
（健康運）友人と過ごす何げない時間が元気
回復に

★てんびん座　9／23～10／23
（全体運）最初は戸惑うことが多そうですが、
次第に好転。慌てずゆっくり進めれば望んで
いた方へと向かえます
（健康運）健康診断は受けて◎。冷えに気を
付けて

★やぎ座　12／22～1／19
（全体運）信頼できる人に話を聞きに行って。
明るい兆しが見えています。こうでなければ
と決め付けて考えないように
（健康運）ハードなスポーツを楽しめます。
散歩も吉

★おうし座　4／20～5／20
（全体運）努力の成果が目に見えやすく、や
りがいを感じられるとき。新しいチャレンジ
も吉と出ます。予定は早めに立てて
（健康運）目の疲れに注意を。頭痛は甘く見
ないで

★しし座　7／23～8／22
（全体運）上昇運です。一筋縄ではいかない
ことも諦めずに続ければゴールへと前進。迷
ったときには初心に返って◎
（健康運）頑張り過ぎは禁物。休憩を入れま
しょう

★さそり座　10／24～11／22
（全体運）ハプニングの気配が。ドキッとす
ることがあっても冷静に。災いを転じて福と
なします。臨機応変に動きましょう
（健康運）体を動かす前に準備体操を。腰は
大切に

★みずがめ座　1／20～2／18
（全体運）もめそうになってもあなたの対応
一つでトラブルにせず済ませられます。重要
な役割を任される予感も
（健康運）無理は禁物。ハーブティーでリラ
ックス

★ふたご座　5／21～6／21
（全体運）高め安定運。周囲の協力を得やす
くなっています。1 人で頑張ろうとせず周り
に声をかけて。充実感がアップ
（健康運）音楽鑑賞が癒やしに。香りの良い
お茶も吉

★おとめ座　8／23～9／22
（全体運）あれこれやりたいことが出てきそう。
状況を整理して優先順位をつけて。頼まれ事
を引き受けると、そこから開運
（健康運）スポーツにツキあり。体を動かし
て

★いて座　11／23～12／21
（全体運）うっかり口を滑らせないようご用心。
頼られ過ぎて困る場合が。助けてほしいとき
はあなたからもSOSを出して
（健康運）冷たい物の取り過ぎに注意。胃腸
をいたわって

★うお座　2／19～3／20
（全体運）良好です。一つずつ状況が改善し
ていきます。会話の機会を多く持つよう心が
けましょう。楽しい発見があるはず
（健康運）野菜たっぷりのメニューで元気は
つらつ

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。
現在は執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。　　ルネ・ヴァン・ダール研究所　　http://www.rene-v.com/

問　

題

　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
7
月
の
第
3
月
曜
日
は
―
―
の
日
。国
民
の

祝
日
で
す

②
お
遍
路
さ
ん
が
巡
り
ま
す

③
ム
チ
と
の
使
い
分
け
が
大
切

④
開
く
と
花
が
咲
き
ま
す

⑤
そ
う
め
ん
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
入
れ
る

人
も
い
ま
す

⑦
泳
げ
な
い
人
の
強
い
味
方

⑨
夏
の
土
用
の
―
―
の
日
に
は
ウ
ナ
ギ
を
食
べ

る
と
良
い
と
い
わ
れ
ま
す

⑪
輪
島
や
呼
子
の
も
の
が
有
名

⑬
蚕
の
繭
か
ら
作
る
繊
維

⑮
鉄
が
さ
び
る
の
は
こ
の
化
学
変
化
に
よ
る

も
の
で
す

⑰
京
都
の
夏
を
彩
る
―
―
祭

⑲
酔
う
と
こ
の
猛
獣
に
な
る
人
も

㉑
1-

1=

タ
テ
の
カ
ギ

①
前
の
反
対
側

③
梅
雨
が
明
け
れ
ば
夏
本
番
。―
―
が
増
し
ま

す
⑥
神
社
で
神
事
に
奉
仕
す
る
女
性

⑦
土
用
干
し
を
す
る
漬
物

⑧
窒
素（
78
%
）、酸
素（
21
%
）な
ど
が
含
ま
れ

ま
す

⑩
音
を
聞
き
取
る
器
官

⑫
波
―
―
を
上
げ
て
船
が
進
む

⑭
七
夕
飾
り
や
短
冊
を
つ
る
し
ま
す

⑯
カ
ブ
ト
ム
シ
が
集
ま
る
木
の一つ

⑱
歌
謡
曲
な
ど
の
前
奏
の
こ
と

⑳
唱
歌『
夏
の
思
い
出
』の
歌
詞
に
出
て
く
る

地
名

㉒
継
続
は
―
―
な
り

㉓
列
車
を
走
ら
せ
る
た
め
に
敷
き
ま
す

（
締
切
）

　

令
和
4
年
7
月
22
日
（
当
日
消
印
有
効
）

※
な
お
、
当
選
者
発
表
は
本
誌
9
・
10
月
号

に
て
行
い
ま
す
。

※
消
印
が
締
切
日
を
過
ぎ
て
い
る
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
い
ま
す
。早
め
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　

応
募
総
数
110
枚
の
中
か
ら
次
の
20
名
の
方

に「
ほ
め
ら
れ
酢
」2
本
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

○
郵
政
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
お
取
引

支
店
名
と
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
お
よ
び
、
本

誌
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
希
望
等
を
記
入
の

上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
20
名
様

に
「
ほ
め
ら
れ
酢
」
2
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

（
あ
て
先
）

〒
５
７
７-

０
０
１
１

　

東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
5
番
50
号

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
部　

組
合
員
課　

宛

※
ク
イ
ズ
に
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
個

人
情
報
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
を
進
呈
す
る

た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
応
募
に
つ
い
て

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
応
募
が

で
き
ま
す
。

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
当
選
者（
順
不
同・敬
称
略
）

＊
フ
ォ
レ
ス
ト
表
紙
イ
ラ
ス
ト
／
大
西
ひ
ろ
み
さ
ん

https://www.ja-greenosaka.or.jp/（ＪＡグリーン大阪のＨＰ）

林　

栄
美
子

松
井
ふ
み
子

福
田
冨
美
子

住
友　

廣
己

辻
本　

廣
子

下
村　

直
子

河
西　

俊
一

高
村　

元
治

川
北
惠
美
子

塩
飽　

笑
子

坂
野　

愛
子

木
村
美
佐
子

国
友　

和
子

中
西　

悦
子

西
村　
　

弘

照
屋
知
恵
子

山
中　

依
子

阪
本　

か
よ

岸
本　

照
子

中
野　

孝
子

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

　

「
エ
メ
ラ
ル
ド
」

　

今
年
も
い
っ
ぱ
い
獲
れ
ま
し
た
。

　
「
お
や
、 

こ
の
キ
ュ
ウ
リ
は
J
A
の
J
の
字
に

似
て
い
る
ね
」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
い
ま
し
た
。

　
「
お
日
様
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
育
っ
た
野
菜
た
ち

を
、 

ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
！
」

大
西
ひ
ろ
み

表
紙
の
こ
と
ば

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
夏
野
菜

◎
あ
と
が
き

「
地
元
を
食
べ
よ
う
!
お
う
ち
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
親
子
料
理
！
」の
特
別
企
画
、「
く
る
く
る

き
ゅ
う
り
を
作
ろ
う
！
」を
実
施
し
ま
す
。

ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
梅
雨
も
ま
だ
ま
だ
序
盤

で
す
が
、気
持
ち
ぐ
ら
い
は
カ
ラ
ッ
と
元
気
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
、地
元
の
夏
野
菜
を
モ
リ
モ

リ
食
べ
て
、英
気
を
養
い
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
！

（
組
合
員
課　

川
西　

信
久
）

理
事
会
報
告
（
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
）

令
和
4
年
4
月
27
日（
水
）

4
月
定
例
理
事
会

◎
次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　

4
月
30
日
付

　
　

三
木　

浩
（
三
野
郷
支
店
）
定
年
退
職

　

5
月
31
日
付

　
　

馬
場　

式
希
（
英
田
支
店
）

第
1
号
議
案　

令
和
4
年
度 

事
業
計
画
の
設
定（
余

裕
金
運
用
方
針
含
む
）に
つ
い
て

第
2
号
議
案　

税
効
果
会
計
に
係
る
将
来
5
年
間
税

引
前
当
期
利
益
の
見
積
り
に
つ
い
て

第
3
号
議
案　

理
事
23
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
4
号
議
案　

監
事
5
名
の
選
任
に
つ
い
て

第
5
号
議
案　

退
任
理
事
及
び
退
任
監
事
に
対
す
る

退
職
慰
労
金
に
つ
い
て　
　

第
6
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て　

第
7
号
議
案　

令
和
4
年
度 

会
計
監
査
人
に
対
す
る

監
査
報
酬
に
つ
い
て

第
8
号
議
案　

融
資
規
程（
融
資
要
項
）の一
部
変
更
に

つ
い
て

第
9
号
議
案　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

Ｏ
Ｔ
Ｍ
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て

令
和
4
年
5
月
30
日（
月
）

5
月
定
例
理
事
会

第
1
号
議
案　

令
和
3
年
度 

決
算
関
係
書
類
等
の
承

認
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
号
議
案　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の一
部
変
更
に
つ
い
て　
　

 　
　

第
3
号
議
案　

第
25
回 

通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
4
号
議
案　

第
25
回 

通
常
総
代
会
の
招
集
手
続
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
5
号
議
案　

早
期
警
戒
制
度
に
お
け
る
取
組
検
討

項
目（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
）

の
策
定
に
つ
い
て　
　
　

 　
　
　
　

第
6
号
議
案　

常
勤
理
事
の
他
団
体
の
理
事
等
へ
の

就
任
承
諾
に
つ
い
て

ＪＡグリーン大阪  5月末日現在
●貯金高

●貸出金

●長期共済保有高

●購買品取扱高

●組合員数

●職員数

329，637，678（千円）

35，970，330（千円）

559，621，490（千円）

40，367（千円）

正組合員2，073名・准組合員15，907名

223名（男性127名、女性96名）

7/1～7/31

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信
よ
り・出
題
●
ニ
コ
リ
）
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C O N T E N T S

フォレストとは、森、森林という意味です。JAグリーン大阪がみんなの集まる森のようになりたいと名付けられました。

フォレスト https://www.ja-greenosaka.or.jp/


